
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【地域住民からみた地域の状況】 

 

・高齢者、子どもたちへの挨拶や声かけがとても良くできている 
・地域行事への参加が多い  
・近隣住民の支援体制ができている 
・隣近所の情報がよく分かっている  
・タクシーを乗り合わせて買い物に行く近所づきあいがある 
・Uターンして住む人や移住してくる若い世代もおり、住みやすく人気の地区である 
・中学校の新入生が増加している  
・地区内に別荘地がある 
・災害時の要援護者の把握ができている  
・高浜地区の各種団体の連携がとれている 
・食べ物（特に魚）がおいしい 

 

・敬老会などへの参加者が少ない 
・分館、集会所に駐車場がなく、行事への参加がしにくい 
・スーパー、病院が少ない 
・ループバスが通っているがバス停が少ないため、駅から離れた地域は交通手段に困る 
・漁師の跡継ぎが少ない 

 

・南北に長いので生活状態が異なる 
・地区内にスーパーがないため、買い物に不便 
・総合病院が遠いので不便 
・交通手段がないため、タクシーの利用頻度が高い（病院、買い物など） 

 
 
 

構成団体 
地区民協・公民館・町内会連合会・高齢クラブ連合会・保護司会・自主防災連合会 
交通安全協会高浜支部・警察協助員高浜支部・青少年健全育成連絡協議会・PTA 

  
主な取り組み 活動内容 

3地区合同施設訪問 毎年、宮前・三津浜・高浜地区が合同で、地区外の福祉施設に入所さ
れた地元出身の方々を訪問・激励しています。 

福祉学習事業への支援 毎年、小・中学生とその親を対象とした地引網や学校へ泊ろう大作戦、
親子スポーツデーに助成し、活動を支援しています。 

資源ごみの回収 
アルミ缶を回収、換金し、和室で使える低めのいすを購入して各町に
配布したり、ペットボトルのフタを集めて小学校の活動に協力してい
ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■地区民協 
民生委員      
主任児童委員    

  

16名 
2名 

■町内会・自治会・区長会等 16団体 
■高齢クラブ 5クラブ 
■子ども会 14団体 

■まち協の設立 平成 30年度（準） ■自主防災組織 16組織 
 
 
 
 
 
 
 
 

高浜
た か は ま

地区 
面 積：4.57km² 
人 口：7,432人（高齢化率 36.8％） 
世帯数：3,553世帯 

【地区の特色】 
松山市の北に位置する高浜地区は、緑濃い山を背景に目の前には穏やかで美しい瀬戸の海を望む

自然豊かな地区である。松山の海の玄関としても栄えており、文化財にも恵まれている。また、高
浜は帯状に長く、北から南まで５kmほどある。以前は農業と漁業のまちであったが、市内中心部
にほど近いこともあり、最近は会社勤めの人が多くなってきている。 

 

ターナー島 

 

友愛訪問 （毎年 3月 1日） 
福祉学習事業の一環として、高浜中学校の一年生と民生委員・児

童委員が独居高齢者のお宅を訪問したり集会所に集まったりして、
ゲームや話をするなど交流を深める活動を支援しています。 
 

 

高浜地区社会福祉協議会 海の高浜 福祉はひとつ 

  

＜地区社協が目指すもの＞ 
 高浜地区は、松山観光港がある松山市の海の玄関口であり、また、夏目漱石の小説「坊っちゃ
ん」に出てくる四十島（ターナー島）のある魅力あふれる地区です。しかし、最近では少子高齢
化が進み、安心して住みよい高浜地区を目指すには新たな基盤整備を行う必要があります。高浜
地区社協としても公民館・地区民協等の既存の諸団体、また、平成31年度から発足する「まちづ
くり協議会」との連携強化を図り、誰もが住みやすい地域を目指していきます。また、海の玄関
口である地域として観光客にもいい印象をもってもらえる地域でありたいと思っています。 
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平成 30 年７月の豪雨による被災の大きかった地区ですが、日頃の近所付き合い（声掛
け）が人命を守り、減災につながりました。今後、災害時要援護者の把握等について、今回
の災害を教訓とした、地区社協・民協と自主防災組織等との連携のあり方や仕組みづくりに
取り組むことになっています。それを可能にするのが世代をこえた地区内のつながりの強
さです。例えば福祉学習事業への支援では子どもたちが地域を身近に感じることができ、ま
た、小学校のエコキャップ運動への協力では地域の支えを感じることができる体制を地区
社協が整備していると考えられます。これらの活動が地区内における日常的な側面も含め
たつながりの維持を支えているといえるでしょう。 
 



＜『地域カルテ』の見方＞

①地区の概要
・面積、人口、世帯数、高齢化率は松山市地区別推計人口、また、年齢階層別人口は松山市地
区別年齢別住民基本台帳登録の平成 年４月１日現在のデータを記載しています。

・地区の特徴は松山市公民館連絡協議会ホームページを参考にしています。

②地域住民からみた地域の状況
・研修会のワークショップや会議の意見として、地区社協関係者や民生委員・児童委員をはじ
めとする地域住民の方々から出された内容をまとめて記載しています。

③地区社協の概要と取り組み
・平成 年度現在の各地区社協の活動状況及び地区社協が目指すものを記載しています。

④地区内関係団体データ
■地区民協 平成 年４月１日現在の定数
■まち協の設立 平成 年 月１日現在の設置状況
■町内会等 平成 年度町内会等状況調査（基準日：平成 年 月１日）
■高齢クラブ 松山市高齢クラブ連合会登録数（平成 年 月 日現在）
■子ども会 平成 年度松山市子ども会連合会加入数
■自主防災組織 自主防災組織 地区別結成状況（平成 年 月 日現在）

⑤地域福祉推進のポイント
・聖カタリナ大学 教授 恒吉和徳氏をはじめとする学識経験者の皆様から地域福祉推進に向け
たコメントをいただいております。
《ご協力いただいた聖カタリナ大学の先生方》
教授 田中顕悟氏、准教授 村岡則子氏、准教授 釜野鉄平氏、助教 近藤益代氏

②地域住民からみた
地域の状況

①地区の概要

③地区社協の
概要と取り組み

⑤地域福祉推進の
ポイント

④地区内関係団体データ

掲載情報は随時、追加・更新し、
各地区の地域福祉推進に

活用していきます！
『地域カルテ』とは
日常生活における不安や悩み、生活課題が複雑化する中、私たちが安心して暮らせるまちづくり

に取り組むためには、まずは自分たちが生活する地域を知ることが必要です。自分たちの地域が今
どのような状況にあるのか、いわゆる地域の健康状態の記録（カルテ）を作成することで、その時々
の自分たちの地域の強みや弱みを把握するとともに、地域の魅力や課題を共有することにより、住
民の地域福祉活動への参加意識の醸成と今後の活動の活性化につなげることが可能となります。今
後は小地域ごとに様々な視点から、より詳細な地域分析を行い、それらをもとに地域の特性に応じ
たまちづくりに取り組んでいくものです。
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【地域住民からみた地域の状況】
・地域の団結が強い
・住民間でのつきあいがある
・治安がいい ・人が優しい、温かい
・子ども達からのあいさつが活発
・海の幸、山の幸がある ・みかんがおいしい
・自然が多い ・釣り人が来る
・お試し移住施設（ハイムインゼルごごしま）がある

・交通の便が悪い ・食堂がない
・コミュニティの場がない
・獣害（いのしし）
・空き家が多い
・農業をする若い世帯は通いで来ている（親と同居せずに住める住居があれば移住したい）
・ふれあいタクシーの運転手が少ない（現在、車７台・運転手９名）

・高齢者のみの世帯、高齢者の独居世帯が多い
・身寄りが無い人が多くなった
・足腰が弱るとゴミ捨てや畑のある山に行けない
・子ども、若者が少ない
・公共の交通機関がない ・買い物や通院が不便
・島外への病院（専門科）へ行きづらい
・コミュニティの場がない
・災害発生時の避難補助が必要
・介護保険で利用できる事業所が少ない

構成団体 地区民協・公民館・町内会・各町連絡会

主な取り組み 活動内容

福祉学習の推進 小・中学校と連携し、高齢者サロンと子どもの交流や清掃活動など福
祉学習の推進をしています。

各種団体への支援 島内で活動している様々な団体へ助成し、活動の支援を行っています。

心配ごと相談
地区民協と連携して島内の高齢者宅を訪問し、生活上の心配ごとを聞
いて、必要であれば地域包括支援センターに繋ぐなどの活動を行って
います。

■地区民協
民生委員
主任児童委員

12名
2名

■町内会・自治会・区長会等 9団体
■高齢クラブ 7クラブ
■子ども会 1団体

■まち協の設立 平成 29年度 ■自主防災組織 9組織

興
ご

居
ご

島
し ま

地区
面 積：8.74km²
人 口：1,187人（高齢化率 62.3％）
世帯数：668世帯

【地区の特色】
瀬戸内特有の温暖な気候、人情味溢れる住民、おいしい果物・魚介類など自然にめぐまれた地域

である。最近は特に高齢化・少子化が進んでいる。大変歴史が古い地域で縄文式土器も出土されて
おり、平安時代には無形文化財に指定されている「船踊り」も活発であったと記されている。ま
た、神社、仏閣等、非常に古い時代に建立されており歴史の古さを物語っている。

無形文化財「船踊り」

ふれあいタクシー（過疎地有償運送事業）
島内には公共の交通機関がなく、移動手段のない住民を地域住民

の手で支えるため福祉施設と連携して平成 27年から「ふれあいタ
クシー」の運行を開始しました。現在、車７台、運転手９名で運行
しており、買い物や通院などに年間延べ約 1,240名の利用があり
ます。

興居島地区社会福祉協議会 思いやり 心で結ぶ ごご島の里

＜地区社協が目指すもの＞
現在、島内で運行する「ふれあいタクシー」について、５年先を考えるとボランティア運転手の

確保や利用会員の減少など課題があります。興居島地区にもまちづくり協議会が発足し、地区社協
も役員として参画しているため、部会や他団体と連携し、興居島の島民のためにどうすればよいか
話し合い、島民同士助け合いながら安心して暮らせる町づくりを目指していきたいと考えていま
す。
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離島により人口の減少が進むなかで、市街地では難しい日常的なつながりが世代間等関
係なく形成されているお互いに顔のみえる関係が特徴です。島で暮らしていくためには住
民同士助け合っていかなければならないという思いから、地区社協・地区民協が発起人とな
り、島内の福祉施設が主体となった「ふれあいタクシー（過疎地有償運送事業）」の運行を
始め、地区社協として継続的な運営支援を行っています。高齢者サロンを高齢者のみの場と
するのではなく、学校との連携による世代間交流や福祉教育の場としていたり、高齢者宅訪
問も実際に福祉サービスにつなげているなど、一事業に複数の効果を持たせている活動は
他地区の参考にもなっています。


